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２月１日発行

まちを見つめ市民とともに歩む

　
１
０
３
歳
の
現
役
医
師
、
日

野
原
重
明
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
興
味
が
あ
り
、
４
年
続

け
て
氏
の
講
演
を
聴
い
て
い
ま

す
。

　
現
在
も
臨
床
医
の
傍
ら
執

筆
、
講
演
な
ど
国
内
外
で
活

躍
、
早
く
か
ら
予
防
医
学
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
、
終
末
期
医

療
の
普
及
、
医
学
、
看
護
教
育

に
尽
力
、
常
に
日
本
の
医
療
の

み
な
ら
ず
、
平
和
運
動
で
も
先

端
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
高
齢
化
率
は
、
25
㌫

を
超
え
、
今
世
紀
半
ば
に
は
人

口
の
４
割
が
65
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
化
社
会
と
な
り
ま
す

が
、
本
市
は
そ
れ
以
上
に
高
齢

化
が
進
む
で
し
ょ
う
。

　
国
で
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

を
掲
げ
、
具
体
化
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
健
康
づ
く
り
を
も
っ

ぱ
ら
個
人
の
自
己
責
任
に
任
せ

る
や
り
方
は
早
晩
、
矛
盾
が
噴

出
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

（
佐
々
木
隆
一
）
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最近、いろいろな分野で日々驚かされ、怖さ、疑い、惑わされ

ることが多くなりました。

しかし、その中で生きていかなければならない私ども、それに

対応していく生きる力を養っていくことが大切かと考えます。

そこで四戒「驚懼疑惑」は剣道の訓えとして、また日常の生活

においても常に心に留めておかなければならないものであると

の先人の伝えであります。この四戒の１つでも自分の心に生じた

ときは心は乱れ、打ち込んでいけず勝つことは出来ない。仮に

打ったとしても心が動揺しての打ちであり、本当の真の打ちは出

来ていない。

四戒を具体的に述べますと、「驚」とは思ってもいないものが

突然目の前に現れ、平常心を失ってしまう。「懼」とは相手の力

に押されて怖れることであり、「疑」とは相手の心や行動を怪し

み、自分の心が定まらず、「惑」とはどこを打とうか、どう応じよ

うかと思い惑うことで、速断速決軽快な動作が出来なくなる。

この四病。大事な時にいずれも自分の心の乱れとなって表れ

てくるもので、この病を克服するために日々の稽古があるものと

考えます。

この戒めは、私ども生活の中で現実直面しているもろもろの

問題に対応していかなければならない今、正に大切

な教訓であると考えます。

議員全員で、委員会での話し合いの結

果を聞き、意見を出し合ってから、賛成

か反対かを多数決で決めます｡

議案の内容ごとに各委員会に分かれ、よ

り詳しい説明を聞き、質問したり、意見を

出し合うなどして、話し合います｡

市長が、議員全員に、市の仕事や計画、予

算など、話し合う議題について説明をし、

議題についての議員の質問に答えます｡

これは音力を発電する機械です。
TVのように一家に一台あり自分
で音を最大にためたら発電所にあ
る大型の物に自分でためた分を送
る事ができます。

★画題「おどるちく電かかし」

　近藤　恵花さん（西目小３年）
こんどう あやか

かかしにソーラーパネルがつい
て、でんきをおこし、また、お
どってカラスを来ないようにする
かかしです。

★画題「雪とかしライト」

　池田　姫花さん（石沢小２年）
いけだ ひめか

このライトは、雪をとかしてくれ
るライトです。ぼたんをおすとた
いようがいっぱい出てきます。考
えたわけはおばあちゃんが、雪よ
せがたいへんだからです。

なるほど！
ギカイ！ 今回のテーマ 議会はどんなふうに行われるの？

本会議委員会本会議

賛成!!
反対!!

由利本荘市議会 検 索

つちだ らなと

★画題「音力発電型ちく音機」

　土田　蘭奈人さん（尾崎小５年）

第39号

表紙説
明 市 民 の 声

四戒「驚、懼、疑、惑」の訓え
小松　幸円東由利地域

きょう く ぎ わく おし
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　平成２６年１２月定例会は、１１月２８日から１２月１６日までの１９日間の日程で開催されました。　

市提出案件は４６件で、専決処分報告、名誉市民の選定、条例関係、契約関係、平成２６年度補正予算

などを審議し、原案のとおり承認、同意、可決したほか、請願３件のうち１件を趣旨採択、２件を不採択

とし、継続審査中の１件を含む８件の陳情のうち、３件を採択、１件をみなし採択、２件を不採択、２件を

継続審査としました。

　また、議員発案１件と委員会発案（意見書の提出）３件をそれぞれ原案のとおり可決しました。

　一般質問は、２日間にわたって８人の議員が登壇し、人口減少対策、次期総合計画、高齢者福祉、教

育、農業、防災など多方面について質問しました。

費　目

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

労　働　費

農林水産費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

補 正 額

１４６

１億２,０１７

４００

１億  ８３４

２０

▲４,８７５

９２４

▲２億  ７０３

６,９４６

８,１２２

２,０４７

５億１,４４０

補 正 後 の 額

２億７,７６９

６５億６,４５５

１３１億  ５２７

４７億５,１４７

２億  ９６４

３８億２,２１３

１２億３,４９４

４７億２,９８６

４６億７,７７７

４９億２,９５１

５億２,１５０

９１億　１,６１６

概　　　　　要

職員人件費の追加など

職員人件費、マイナンバーシステム改修事業、ふるさとさくら基金事
業、市誕生１０周年記念事業開催費の追加など

職員人件費、ひとり親家庭福祉事業費、
国民健康保険特別会計繰出金の追加など

職員人件費、診療所運営特別会計繰出金の追加など

雇用創造協議会運営費補助金の追加

職員人件費、周年園芸普及拡大対策事業、地域人づくり事業、ペレットストーブ等設
置費補助金の追加、県営基幹水利施設ストックマネジメント事業負担金の減額など

職員人件費、産業ネットワーク事業経費、貸し工場管理費、観光誘
客推進事業、特産品販路拡大経費の追加など

職員人件費、土砂崩落技術調査委員会経費の追加、
社会資本整備総合交付金決定による減額など

消防庁舎建設事業費の追加など

職員人件費、
教師用教科書購入事業費の追加など

林道災害復旧事業費

長期債償還元金の繰り上げ償還金

単位：万円（四捨五入）

単位：万円（四捨五入）

平成26年度一般会計補正予算

５４１億４８６万９千
円

合計

６億７３１７万
を追加

費　　目

国民健康保険特別会計

診 療 所 運 営 特 別 会 計

情報センター特別会計

介護サービス事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

ガ ス 事 業 会 計

補 正 額

９,７６０

▲６,２７８

▲１８８

５７７

１,２０３

▲６,３６３

１１２

１６６

５５７

補正後の額

１００億１,９０２

４億  ７２６

４億    ３８

７億９,９８０

２７億４,７０８

２２億３,５７２

８億８,２１６

３０億  ２７６

１６億５,５９７

概　　　　　要

一般被保険者療養費の追加など

 職員人件費の追加、医薬材料費の減額など

 職員人件費の追加、機器購入費の減額など

 職員人件費、光熱水費の追加など

 職員人件費、光熱水費の追加など

 職員人件費の追加、下水道管移設補償工事費の減額など

 職員人件費の追加など

 職員人件費の追加など

 職員人件費、修繕料の追加など

特
別
会
計
補
正
予
算
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１２月定例会で審議した請願・陳情の結果は次のとおりです

採

　　　択

意 見 書

また、議員発案の「地域経済の発展と雇用の安定に関する意見書」が原案のとおり可決され、関係機関に送付されています。

◆
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
陳
情（
陳
情
第
14
号
）

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　星
野
博
之

◆
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰
米

処
理
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願（
請
願
第

２
号
）

紹
介
議
員
　今
野
英
元

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　鈴
木
万
喜
夫

趣

旨

採

択

◆
労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
し

安
定
し
た
雇
用
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情（
陳
情
第
１３
号
）

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長
　星
野
博
之

◆
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た

め
の
年
金
積
立
金
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
第
１５
号
）

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

秋
田
県
連
合
会

会
長
　東
海
林
悟

連
合
秋
田
本
荘
地
域
協
議
会

議
長
　栁
田
　　保

継

続

審

査

◆
農
業
委
員
会
、
企
業
の
農
地

所
有
、
農
協
改
革
な
ど
「
農

業
改
革
」に
関
す
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て
の
請
願（
請
願

第
３
号
）

紹
介
議
員
　今
野
英
元

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会

委
員
長
　鈴
木
万
喜
夫

◆
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣

議
決
定
を
撤
回
し
、
閣
議
決 

定
に
基
づ
く
法
整
備
等
を
行

わ
な
い
よ
う
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願（
請
願
第
４
号
）

紹
介
議
員
　佐
々
木
隆
一

秋
田
県
平
和
委
員
会

代
表
理
事
　川
野
辺
英
昭

◆
年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最

低
保
障
年
金
制
度
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情（
陳
情
第
１６
号
）

全
日
本
年
金
者
組
合
本
荘

由
利
支
部支

部
長
　佐
藤
一
二
三

◆
消
費
税
１０
％
へ
の
引
き
上
げ

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情（
継
続
審

査
中
の
陳
情
第
８
号
）

秋
田
県
商
工
団
体
連
合
会

会
長
　小
玉
正
憲

不

採

択

み
な
し
採
択

人
事
案
件

条
例
関
係

（
主
な
も
の
）

契
約
関
係

（
主
な
も
の
）

●
名
誉
市
民

植
村
　伴
次
郎
　氏

昭
和
４
年
　旧
東
滝
沢
村

（
現
由
利
地
域
前
郷
）生
ま
れ

株
式
会
社
東
北
新
社
最
高
顧
問

（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）

旭
日
小
綬
章
受
章

（
放
送
事
業
功
労
）

由
利
本
荘
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

●
人
権
擁
護
委
員

再
任
　高
橋
　利
寿
　氏（
町
村
）

新
任
　藤
原
　俊
子
　氏（
葛
岡
）

●
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
勤
勉
手
当
を
０.
15
ヶ
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
）

●
消
防
庁
舎
建
設（
建
築
）工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結

（
労
務
単
価
等
の
急
激
な
上
昇

に
伴
う
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条

項
に
よ
る
変
更
契
約
の
締
結
）

う
え
む
ら
　
　
ば
ん
じ
ろ
う

た
か
は
し
　 

と
し
ひ
さ

ふ
じ
わ
ら
　
　
と
し
こ

●ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書の提出について
　（委員会発案第３号）

陳情者：宮城県肝臓病交友会　代表　大江正義　ほか
●安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める意見書の提出について
（委員会発案第４号）

陳情者：秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　中村秀也
●介護従事者の処遇改善を求める意見書の提出について（委員会発案第５号）

陳情者：秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　中村秀也　ほか

○：賛成　×：反対

伊
藤

　順
男

佐
藤

　賢
一

高
橋

　信
雄

渡
部

　聖
一

湊

　
　貴
信

土
田
与
七
郎

村
上

　
　亨

髙
橋

　和
子

長
沼

　久
利

梶
原

　良
平

大
関

　嘉
一

佐
藤

　譲
司

渡
部

　専
一

高
野

　吉
孝

渡
部

　
　功

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　勇

吉
田

　朋
子

井
島
市
太
郎

佐
藤

　
　徹

三
浦

　
　晃

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議

決
結
果

市民クラブ

不採択

不採択

不採択

不採択

創　　風高　　志　　会
会派・
議員名

議案

請願第３号

請願第４号

陳情第１６号

継続審査中の陳情第８号

伊
藤

　岩
夫

今
野

　英
元

佐
々
木
隆
一

三
浦

　秀
雄

無
所
属

鈴
木

　和
夫

賛

　成

反

　対

議案の表決結果一覧表

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ― ２ ２３

※鈴木議長は、表決に加わりません。

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。ほかは全て全会一致で可決されました。

※社民党：社会民主党　　　共産党：日本共産党

内閣総理大臣

厚生労働大臣 ほか

各関係機関



問題　議会に提出された案件をなんというでしょう。

　　　①　名案　　②　議案　　③　考案

総務
常任委員会

委員会審査報告

職
員
の
残
業
に
つ
い
て

繰り上げ償還について繰り上げ償還について繰り上げ償還について繰り上げ償還について

4

Ｑ．市の平成２６年度分の繰り上げ償還の累計額はいくらか。

また、その内容と利子負担の軽減はどのくらいか。

Ａ．平成２６年度総額で、２１億９２００万円を繰り上げ償還した。

　内容は、地域総合整備事業債のほか、利子が１．７㌫～１．９㌫の４

事業分で、これにより利子２億６５００万円の一般財源が軽減となった。

※繰り上げ償還とは？

　市の債務（借金）を期限がくる前に返済すること。

※地域総合整備事業債とは？

　１９７８年に旧自治省が創設した、地方自治体が単独で行う公共施設の整備に充当できる地方債で、返済

費用の９０㌫～７５㌫が交付税措置されることから、自治体が競うように利用したが、「ハコもの行政を助

長する」との批判を受け、２００１年に制度は廃止された。自治体には美術館や健康増進施設など様々な施

設の維持費の負担が残ったほか、国の地方交付税特別会計の赤字を膨らませた要因ともされている。

Ｑ
．
夜
遅
く
ま
で
庁
舎
内
が
点
灯
し
て
い
る
が
、

職
員
の
残
業
体
制
な
ど
は
。

Ａ
．
4
月
か
ら
6
月
ま
で
は
、
残
業
時
間
が
増
え

て
い
る
。
7
月
22
日
付
で
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

つ
い
て
徹
底
を
図
っ
た
。
ま
た
、
職
員
の
健
康
管

理
面
か
ら
も
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
け
て
い
る
。

Ｑ
．
御
嶽
山
噴
火
を
教
訓
と
し
た
火
山
噴
火

に
対
す
る
対
応
及
び
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
完

成
に
伴
う
避
難
訓
練
計
画
な
ど
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

Ａ
．
火
山
噴
火
に
備
え
た
対
応
策
と
し
て

は
、
七
ツ
釜
避
難
小
屋
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装

備
や
市
、
警
察
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ

火
山
噴
火
へ
の
対
応
策
を
掲
示
し
て
い
る
ほ

か
、
鳥
海
山
へ
の
登
山
届
に
つ
い
て
は
、

フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
、
矢
島
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー

の
２
カ
所
に
備
え
て
あ
る
。

　津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
11
月
28
日
に
完
成

し
、
12
月
13
日
の
竣
工
式
と
合
わ
せ
地
元
海

士
剝
町
内
会
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
る
。

Ｑ．市の源泉徴収漏れの原因と対応は。

Ａ．今年９月末に税務署から依頼があり、平成２５年１月からの支払いにつ

いて調査をした結果判明したもので、主な内容は、「投票立会人などの選挙

管理関係者」「臨時職員」「消防団員」などへの手当及び賃金を支払う際に所

得税を源泉徴収していなかった。

　これは、職員が個人事業主への支払いは源泉徴収をしなくてもよいと慣

例的に認識していたことが原因で、徴収漏れの分については、市が立て替

えて税務署に納付し、源泉徴収対象者には経緯を説明し、お詫びするとと

もに相当分の返還を求めていく。徴収漏れで生じた不納付加算税と延滞税

については税務署と相談の上、市が負担する。

源泉徴収漏れについて

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て西目地域 海士剝地内に完成した津波避難タワー

教育民生

常任委員会

診
療
所
運
営
特
別
会
計
へ

１
億
円
余
り
の

　　　　　一
般
会
計
繰
入
金

正解は…②議案です。

　　　　　議案は市長から出されるものと、議員および委員会から出されるものが

　　　　　あります。5

Ｑ
．
診
療
所
運
営
特
別
会
計
に
お
い
て

１
億
円
余
り
の
一
般
会
計
繰
入
金
が
必
要

と
な
っ
た
が
。

Ａ
．
鳥
海
診
療
所
の
外
来
・
入
院
患
者
数

の
減
少
に
伴
い
、
診
療
収
入
が
大
幅
に
落

ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　具
体
的
に
は
、
鳥
寿
苑
入
所
者
の
診
療

が
週
２
回
か
ら
１
回
と
な
り
、
処
方
箋
投

薬
日
数
を
14
日
か
ら
28
日
に
変
更
し
た
こ

と
、
患
者
の
多
重
診
療
の
中
止
、
入
院
患

者
の
専
門
医
へ
の
紹
介
な
ど
で
診
療
所
経

営
が
苦
し
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

被
害
額
は
約
４
千
万
円

Ｑ
．
本
市
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被
害

に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
10
月
末
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
状
況
は
、「
オ
レ
オ
レ
」「
架
空
請

求
」「
金
融
商
品
」
な
ど
９
件
、
被
害

額
で
約
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
者
の
年
齢
も
30
代
か
ら
80
代
ま

で
に
わ
た
っ
て
お
り
、
特
に
80
代
で

は
４
人
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。

Ｑ．消防庁舎建設、東由利中学校改築工事請負変更契約の内容は。

Ａ．労務単価の急激な上昇を受け、受注者からインフレス

ライド条項第２５条第６項に基づく請求があった。労務単

価・資材費などの上昇が要因で消防庁舎建設工事が５８２８万７

６００円増の１４億８１６５万３６８０円となる。

　また、東由利中学校改築工事においては、４０２５万１６００円

増の１１億７５万１６００円となる。

Ｑ．敬老会の開催状況は。

Ａ．敬老会は５月下旬から９月にかけて

市内１５カ所で行われた。対象者は７５歳以

上、市全体で１万４５１３人で、最も参加

率が高い地域は東由利の４０㌫（３７２人）で

ある。全体では参加率２６．６㌫（３７７２人）

だった。

Ｑ
．
学
力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

つ
い
て
。

Ａ
．
11
月
18
日
、
鶴
舞
小
、
尾

崎
小
、
本
荘
南
中
、
本
荘
東
中

の
４
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　各
会
場
で
公
開
授
業
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
１
２
１
４
人
が
参
加
し

た
。　参

加
者
の
感
想
と
し
て
「
児
童
の

学
習
へ
の
意
欲
・
態
度
・
規
律
、
教

職
員
の
指
導
力
、
多
様
な
支
援
の
手

立
て
な
ど
、
今
日
一
日
の
た
め
だ
け

で
な
く
日
々
継
続
的
に
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
大
変
レ
ベ
ル
の
高
い
実

践
で
あ
っ
た
」
と
多
く
の
方
か
ら
称

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

児
童
一
人
一
人
の

考
え
を
細
か
く

把
握
す
る
教
師
の

力
量
が

児
童
一
人
一
人
の

考
え
を
細
か
く

把
握
す
る
教
師
の

力
量
が

す
ば
ら
し
い

す
ば
ら
し
い

中
学
２
年
生
対
象
に
胃
が
ん
予
防

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
を
予
定

Ｑ
．
来
年
度
予
定
し
て
い
る
ピ
ロ
リ

菌
抗
体
検
査
の
内
容
は
。

Ａ
．
本
市
の
胃
が
ん
死
亡
率
は
人
口

10
万
人
当
た
り
65
・
６
人
で
全
国
平

均
39
人
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

東
京
医
科
大
学
の
協
力
の
下
、
平
成

26
年
４
月
に
由
利
組
合
総
合
病
院
に

開
設
し
た
寄
附
講
座
に
お
い
て
ピ
ロ

リ
菌
へ
の
取
り
組
み
を
準
備
し
て
き

た
。　学

校
の
健
康
診
断
に
あ
わ
せ
、
中

学
２
年
生
を
対
象
に
（
初
年
度
の
み

中
学
３
年
生
希
望
者
も
対
象
）
尿
を

採
取
し
て
の
抗
体
検
査
を
実
施
予
定

で
あ
り
、
今
年
度
か
ら
保
護
者
、
生

徒
へ
の
説
明
会
を
実
施
す
る
。

消防庁舎、

東由利中学校建設工事へ

インフレスライド条項を
適用

参
加

敬老会に

３７７２人
敬老会に

３７７２人



委員会審査報告

産業経済

常任委員会

問題　国が決めるルールは「法律」ですが、市議会が決める由利本荘市のルールは何と

　　　言うでしょう。

　　　①　議会法　　②　条例　　③　自治規定 6

Ｑ．観光誘客促進事業トップセールスとは。

Ａ．由利高原鉄道と台湾の「平渓線」が姉妹鉄

道協定の締結を契機に、市長みずからが旅行会

社幹部と直接交渉を行い訪日観光を促進し相互

誘客を進める。

　トップセールス（訪日観光推進事業）実績と

しては、１０月現在で台湾１３件３７８人、韓国３件

１１０人が本市を訪れ宿泊している。

　今後は、１２月現在、台湾１３件３７１人、韓国２件

４０人の予定となっている。

Ｑ
．
新
規
雇
用
奨
励
助
成
と
は
。

Ａ
．
新
卒
者
の
就
職
支
援
で
あ
る
。

　
「
新
卒
者
」
を
正
規
雇
用
し
た
事
業
所
な

ど
へ
の
雇
用
奨
励
金
で
あ
り
、
市
民
を
雇
用

し
た
由
利
本
荘
市
の
事
業
所
に
1
人
に
つ
き

20
万
円
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
地
域
特
産
品
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
運
営

事
業
と
は
。

Ａ
．
由
利
本
荘
市
産
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し

て
新
た
に
開
発
提
案
さ
れ
た
地
域
特
産
品
の
加

工
・
販
売
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
羽
後
本
荘
駅
前
（
花
畑
町
）
に
由
利
本
荘
市

の
い
い
も
の
み
っ
け
「
Ｍ
ｉ
ｋ
ｋ
ｅ
」
が
12
月

５
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
に
開
発
し
た
地
域

特
産
品
（
そ
ば
シ
ュ
ー
・
よ
も
ぎ
ロ
ー
ル
・
ア

ケ
ビ
せ
ん
べ
い
な
ど
）
を
加
工
・
販
売
し
、
店

内
で
の
飲
食
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

よ
も
ぎ
ロ
ー
ル
で

「
ほ
っ
ぺ
が
ポ
ロ
リ
」

新
卒
者

市
内
雇
用
に
支
援
を

市・公有林も

　一体的経営計画で

　　　補助制度の活用

市・公有林も

　一体的経営計画で

　　　補助制度の活用

Ｑ．市有林管理委託とは。

Ａ．市単独費で市有林を管理していくのは難

しい。国の補助制度を有効に利用するには、

森林経営計画の策定が必要であり、森林組合

に市有林の管理施行を委託し、市有林と民有

林が一体となる「森林経営計画」に参加した

上で、補助事業を活用して間伐などを実施す

るものである。搬出間伐以外の下刈り・枝打

ち・除伐などは従来どおりとする。

トップセールスで

　　　　海外観光客

Ｑ．石脇貸し工場（地域工業振興事業）の入居状況は。

Ａ．第１工場には縫製業の(株)ランティエ（従業員３９人）、第２・

第３工場には縫製業の廣瀬産業(株)（従業員１３０人）が入居し現在稼

働している。第４工場には１１月に契約した建築用金属製品製造業の

(株)ホクセイ工業が、平成２７年１月操業に向け準備中である。

地域雇用増に期待

姉妹鉄道協定締結

建設
常任委員会

正解は…②条例です。

　　　　　ただし、国の法律に反することを定めることはできません。7

Ｑ
．
羽
後
本
荘
駅
周
辺
整
備
の
今
年

度
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
．
①
東
西
自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
間
に
調

査
協
定
を
締
結
し
、
基
本
計
画
調
査
、

地
質
調
査
、
駅
構
内
測
量
な
ど
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
社
内

で
の
協
議
も
必
要
な
こ
と
か
ら
想
定

以
上
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。
現
在

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
整
備
条
件

や
整
備
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
な
が
ら
調
査
協
定
の
締
結
に
向

け
て
進
め
て
い
る
。

　②
駅
東
地
区
整
備
の
「
停
車
場
東

口
線
」
や
「
東
口
駅
前
広
場
」
に
つ

い
て
は
計
画
策
定
の
た
め
の
現
地
測

量
等
業
務
委
託
を
発
注
し
て
い
る
。

11
月
12
日
は
測
量
に
協
力
し
て
も
ら

う
た
め
の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　③
現
在
の
「
西
口
駅
前
広
場
」

や
「
東
口
駅
前
広
場
」
に
つ
い
て
も

基
本
計
画
作
成
な
ど
の
業
務
委
託
を

発
注
し
、
基
本
計
画
策
定
を
進
め
て

い
る
。

Ｑ
．
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
減
額
補
正
に
つ
い
て
。

Ａ
．
要
望
額
に
対
し
て
国
か
ら
の
交

付
決
定
額
が
最
大
で
45
㌫
が
減
額

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
の
国
の

補
正
予
算
で
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
、

道
路
照
明
、
大
型
標
識
な
ど
の
道

路
構
造
物
及
び
付
属
物
の
補
修
・

修
繕
事
業
に
追
加
措
置
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
の
事
業
費
が

減
額
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
26
年
度
実
施
箇
所

の
18
事
業
の
事
業
費
及
び
事
業
量

を
交
付
決
定
額
に
減
額
調
整
し
事

業
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
。

　事
業
費
及
び
事
業
量
の
減
少
に

よ
り
、
計
画
し
て
い
た
年
度
事
業
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
翌
年

度
以
降
で
の
事
業
費
及
び
事
業
量

又
は
実
施
年
度
を
延
期
す
る
な
ど

の
計
画
変
更
で
の
対
応
と
な
る
。

Ｑ．本荘公園光風園相撲場隣接地の寄附

について。

Ａ．本荘公園光風園相撲場隣接地につい

て、土地約１万１千平方メートル、建物、

工作物、立竹木などは寄附される方向で

所有者と話を進めている。さらに、秋田

県指定の文化財についても寄附の申し出

を受けている。

Ｑ
．
集
落
排
水
事
業
の
工
事
請

負
費
７
０
５
０
万
円
の
減
額
は
。

Ａ
．
大
内
地
域
小
羽
広
地
内
の

県
道
改
良
工
事
に
伴
う
集
落
排

水
管
路
の
移
設
補
償
工
事
と
し

て
、
当
初
の
計
画
で
は
道
路
改

良
の
横
断
ボ
ッ
ク
ス
５
カ
所
が

支
障
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県
側
の

工
事
計
画
の
見
直
し
の
結
果
、
２
カ
所
に

減
、
集
落
排
水
管
路
延
長
に
つ
い
て
も
、

当
初
６
１
８
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
も
の
が

40
メ
ー
ト
ル
と
大
幅
減
と
な
っ
た
。

本荘公園

隣接地の寄附
は

集
落
排
水
事
業
の

減
額
は

交
付
金
減
額
の

影
響
は

交
付
金
減
額
の

影
響
は

羽
後
本
荘
駅
周
辺
の

整
備
状
況
は

羽
後
本
荘
駅
周
辺
の

整
備
状
況
は

現在の本荘公園光風園相撲場

移設補償工事実施箇所の
農業集落排水マンホール施設
　　　　　　　　　　　　（大内地域 小羽広地内）



質　問　項　目

伊 藤　順 男
　　　（会派　高志会）

◆消滅可能性市町村の定義から

佐 藤     徹
　　　　　（会派　市民クラブ）

１．「日本創成会議」消滅可能性市町村の定義から

２．住宅リフォーム資金助成事業の利用状況と今後の事業のあり方について

３．市立保育園の民営化について

４．薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」について

５．献血推進について

６．カダーレのＢＣＳ賞受賞を機に全国に発信を

７．大内地域の課題から

合併効果の具現化を！

答

ここが聞きたい
一 般 質 問

質　問　項　目

１．合併１０年間の検証及び「新創造ビジョン」での方策について

２．認知症に対する施策について

３．日本ジオパーク認定に向けた取り組み等について

問題　議長が不在（いない）時に、議長の代わりをする人はだれでしょう。

　　　①　市長　　②　副議長　　③　委員長

本市の若年女性
減少率５８．１％
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「日本創生会議」は、２０歳から３９歳までの若年女

性が、子供出生の９５％を担っていることに着目。

２０４０年時点で「２０才から３９才の女性が５０％以上減る自治

体」は人口を保てず消滅するおそれがあるとし「消滅可

能性市町村」と定義しており、本市の若年女性減少率は

５８．１％と発表されているが、市長の所見は。

市は民営化を推進する計画の下に保育に係る正職員

の採用を合併以来控えている。その結果、正職員よ

り非正規職員が多くなり、年代構成の硬直化など限界にき

ていると考えるが、市職労との調整の基本的考えは。

次期総合計画「新創造ビジョン」では、最重要課題に人口

減少に歯止めをかけることを明確に示しながら、少子高齢

化や地域コミュニティー再生という重層的課題に取り組んでいく。

問

答

公立保育園民営化基本計画（案）における「保育環境や

地域の中で保育を支え合う体制」の具体のイメージは。

民営化に当たっては、地域に密着した運営を目指す

社会福祉法人へ移管していきたい。基本計画には、

法人を新設する場合は、設立時の補助などの財政支援を盛り

込んでおり、また、運営に当たっては、法人の理事などの福

祉関係者が互いの顔が見え安心できる体制を想定している。

問

◆市立保育園の民営化について

答
基本的な考え方や進め方をまとめた計画案などを提示

し協議を重ね、早期に合意できるよう努力している。

問

答

平成２７年度の正規、非正規職員の割合は。また、実

態を考えると早急な結論を出すべきと考えるが。

正規職員が３割、非正規職員が７割の見込み。将

来を担う子供たちへの保育サービスの維持・向上

のためにも可能なところから民営化を図っていきたい。

問

◆次期総合計画「新創造ビジョン」での方策は

答

合併後の１０年間は旧市町施策の持ち寄り。今後、

厳しい財政状況が予想されるなか、次期総合計画

「新創造ビジョン」での市政運営の方策は。

認知症の早期発見による早期対応を図るため、定

期健診時における認知症簡易診断プログラムの実

施や、脳ドック診断料の一部助成ができないか。

事業に対する地域住民の愛着や熱意を尊重し、ま

ちづくり協議会などの意見を伺いながら、今後の

方向性を検討するとともに、来年度からの「第３次由利

本荘市行政改革大綱」を推進し、次期総合計画「新創造

ビジョン」に反映させていきたい。

問

◆認知症の早期発見を

◆日本ジオパーク認定に向けた取り組みは

答

問

答
公開プレゼンテーション、現地視察、審査などを

経て、平成２８年度内の認定登録を目指す。産業振

興と観光誘客に向けたソフト事業に主眼を置き、ジオサ

イトマップの作成、ホームページの開設、ボランティア

ガイドの育成などを進めていきたい。

認知症簡易検査は医師が行うテストであり、人権

やプライバシーに配慮した対応が必要となる。ま

た、市での検診は集団実施が基本であり現段階では困難

であるが、今後関係機関のご意見をいただきながら研究

していく。脳ドックへの助成については、認知症に対す

る施策としての助成は難しい。

鳥海山を核とした観光振興策として、本市を含む

環鳥海３市１町からなる「鳥海山・飛島ジオパー

ク構想推進協議会」の設立準備会が設立されたが、認定

までのスケジュール、事業内容などは。

問

質　問　項　目

質　問　項　目

吉　田　朋　子
　　　（会派　市民クラブ）

土 田 与七郎
　　　　　（会派　高志会）

防災知識の普及、啓発

「地方創生」に対し
強力な要請を

ここが聞きたい
一 般 質 問

１．スポーツ施設の利便性の向上について

２．防災に対する市民目線について

３．敬老会について

１．「地方創生」に対する市長の見解について

２．次期総合計画と人口減少社会との関連について

３．広聴事業での各種市民要望・意見への対応について

４．教育視察から修学旅行受け入れへ

５．農業施策について

６．鳥海山を核としたジオパーク構想について

正解は…②副議長です。
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◆防災教育の重要性

答

土日に単独町内が実施する、岩城内道川にある秋

田県防災学習館での防災体験学習に、市のバスを

運行できないか。

防災事業は重要施策の１つである。自主防災組織

などによるバス利用の要望は、市の後援事業とし

て対応する。

問

答

錦織圭選手の活躍によるテニス人口の増加が予想

される。テニスコートの使用期間を延長すること

はできないか。

現在本市にはテニスコートが７カ所ある。鳥海健

康広場テニスコートと水林テニスコートは１０月末

まで、それ以外は１１月末までとなっている。水林テニス

コートについては他の施設と同様に１１月末までの使用期

間にすることを検討していく。

問

答

災害時の防災拠点となる由利本荘総合防災公園に、生

木でも使用できるまきボイラーを導入してはどうか。

熱源システムは、平常時と災害時に安定した熱源

確保として、ガスと電気の併用型システムが最も

有効と判断した。

問

◆各地区の敬老会について

答
婦人会をはじめ、保育園、関係する団体などと十

分に協議した上で充実を図っていきたい｡

平日開催し、保育園児など子どもたちが祝芸披露

することにより参加者の増加を促せないか。
問

◆生涯スポーツに対するスポーツ施設の対応は

答
心身ともリフレッシュし、健康な体づくりを目指し、

運動を楽しむ方々が増加している。将来の国療跡地に

はトレーニングルームの構想もあり、利用率向上のためにも

トレーナーなどの配置も関係部署と協議していく。

答

本市での自然・ものづくり体験などを提供する修

学旅行の受け入れを検討してはどうか。

これまで自然・農業・ものづくりなどの体験メ

ニューを旅行エージェントに売り込むとともに、

中国無錫市で歴史文化を含めた修学旅行プランを提案し

てきた。今後は、「修学旅行ガイド」を作成し、教育視察

者にもＰＲしていきたい。

国・県の事業を活用しながら、米・野菜・花卉・

畜産などの価値を高めながら農業生産体制を確立

し、由利本荘ブランドを成長させていきたい。

問

◆米偏重から脱却を

◆教育視察から修学旅行受け入れへ

答

米以外の比率を高めることが重要であるが、その

方向性は。
問

トレーニング施設へのトレーナーの配置を検討で

きないか。
問

◆地方で成果の上がる取り組みとするために

答

国の「地方創生」に対し、地方目線で捉え実情に

合わせた政策実現のため、地方の立場として強力

な働きかけが必要と思うが。

地方の自主的な取り組みを支援することが必要で

あり、全国市長会で取りまとめる決議を要望する

とともに、国と地方が役割分担と連携をもって人口減少

社会に取り組むことが重要と考えている｡

問

答
将来的な公共施設の適正管理を図るため、約１６００

施設を対象とする「公共施設総合管理計画」を策

定し、複合型や多目的化について検討したい。

公共施設整備を地域住民の利便性と利用率の向上

のため、多目的に利用出来る集約した複合型の施

設にシフトする考えは｡

問

◆施設整備は単独から複合（多目的）施設へ

か　き



質　問　項　目

質　問　項　目

佐々木　隆　一
　　　（会派　日本共産党）

米と農業危機
地域の存亡にかかわる

ここが聞きたい
一 般 質 問

三 浦 秀 雄
　　　　　　（会派　無所属）

希望を持てるまちづくりを

問題　本会議は、誰でも傍聴席から見学できますが、本市の場合、ほかの方法で

　　　も、見たり聞いたりできます。その方法は次のうちどれでしょう。

　　　① ラジオ　　②　インターネット　　③　ケーブルテレビ

１．合併１０周年を迎える本市のまちづくりについて

２．人口減少問題への対応について

３．ふるさと納税について

４．公立の保育園と介護施設の民営化について

５．国の教育委員会制度の見直しについて

６．財務省の３５人学級を４０人学級に戻す要望に対する教育長の所感

７．本荘大曲道路（国道１０５号）の整備について

８．羽後本荘駅舎改築と駅東地区整備について

９．除雪対策について

１．農業振興について

２．福祉灯油の実施と燃油高騰対策について

３．老人福祉施設の感染症対策は万全に

４．道徳の教科化について

10

◆合併１０周年を迎えるまちづくりは

答

来年度の予算編成の考え方と本市の将来像は。

専門部署を配置して取り組みを強化できないか。

産業集積の強靭化と雇用創出、子供を産み育てやす

い環境の創造、生きがいあふれる健康長寿社会の形

成に重点を置き、安全安心な市民生活の確立に向け予算を

編成する。次期総合計画「新創造ビジョン」では、まちの

将来像を、人と自然が共生する躍動と創造のまちとし、国

内外から人と財が集まる由利本荘ブランドという地域価値

を創造しながら、新たな由利本荘市への進化を目指す。

問

答

駅東地区整備は。

全体計画を立案するため、現地測量の住民説明会

を開催し、賛同を得た。駅東西自由通路整備事業

と一体的な事業と考え、事業化は多額の費用と協議に時

間を要することから、課題解消に努め検討していく。
答

人口減少対策の戦略実践チームを編成し、移住推

進、雇用創出と就労確保、結婚・子育て支援など、

問◆人口減少問題への対応は

◆羽後本荘駅舎改築と駅東地区整備は

問

◆米価暴落に直接補助を

答
概算金が３千円下落したことによる試算では、

約１８億円の減少である｡また、東成瀬村の補助金制

度を本市に適用した場合、４億５千万円と試算される｡

米の概算金（仮払い金）が支払われたが、「ひと

めぼれ」が昨年より３千円も下落し、１俵６０キロ

８千円であり、稲作が崩壊しかねない事態である。市全

体でどれくらいの減収になるか。

　東成瀬村では、下落した米価の半額を助成する制度が

あるが、この制度を本市に適用するとどれくらいの予算

が必要か。仙北市では、１俵当たり２００円の補助と２７年

度の種子購入の補助も検討することとしているが、今、

自治体にできるのはそういった直接補助ではないのか。

昨年度、低所得世帯などに５千円の福祉灯油が実

施され喜ばれた｡今年は消費税増税、円安などで市

民の暮らしは厳しくなっている｡昨年は２５市町村すべて

で実施しているが、本年度は上積みして実施していただ

きたい。

問

答

羽後本荘駅舎改築は。

今年度、駅東西自由通路に駅舎改築も含めた、基本

計画、地質調査、駅構内測量などの実施を予定し、

ＪＲ東日本との調査協定締結の事前協議を行っている。

問

◆福祉灯油の実施について

答
昨年度実施した福祉灯油購入費助成事業は、市内

３０８８世帯に、１世帯当たり５千円の助成を行って

いる。今年１０月の店頭灯油価格は値下がり傾向にあり、

福祉灯油の実施については、今後の価格の動向を注視し

ながら対応していく｡

問

戦略的な施策事業の立案に全力で取り組んでおり、実施

段階では、市長を議長とする「人口減少対策戦略会議」

を設置し、総合的かつ戦略的に取り組む。

市では、農協による緊急支援資金の利子補給についても

助成しており、直接補助は困難である｡

質　問　項　目

質　問　項　目

正解は…③ケーブルテレビです。生中継のほか、後日録画放送をしています。

　　　　　また、ホームページで会議録を閲覧することができます。

伊 藤 岩 夫
　　　　　（会派　公明党）

渡 部 　  功
　　　（会派　創風）

高齢化社会に向けて
万全の対策を！

地域力の再生強化を!

ここが聞きたい
一 般 質 問

１．地域包括ケアシステムの構築について

２．高齢者対策について

１．本市の農業振興について

２．少子化と定住促進対策について

３．地域のインフラ整備促進について

４．本市の教育について

11

◆地域包括ケアシステムの構築は

答

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を見据えた本

市の地域包括ケアシステムの目標と基本方針は。

各地域で行っている地域ケア会議を核として、課

題の共有化を図り、高齢者が地域の中で生きがい

や、地域の担い手として活動できるよう、関係機関と連

携をとりながら、土台作りに取り組んでいる。具体的に

は、「第６期由利本荘市高齢者保健福祉計画」の中に、

２０２５年を見据えた、地域包括ケアシステムの目標と基本

方針について、策定委員会で協議し、決定していく。

問

答

県幹線道路検討委員会は、本荘大曲道路を含む３

路線を優先的に整備すると発表した。本荘大曲道

路は、東北自動車道から秋田道を経由し、本市を結ぶ最

短の重要路線である。組織を立ち上げ促進すべきでは。

本荘大曲道路は重要路線であり、現在も道幅の狭

い箇所の改良などの要望をしている。検討委員会

問

答

高齢者自身の介護予防につながるものとして大い

に期待される取り組みが、高齢者の「介護支援ボ

ランティア」と呼ばれるものであるが、高齢者のボラン

ティアポイント制度の導入について市の認識は。

介護支援ボランティアポイント制度については、

全国では東京都稲城市で始まり、県内では秋田市

が実施している。

　市では、１１月に先進地を訪問して研修を行っている。

　今後は、高齢者の生きがいと社会参加の支援をするた

め、先進地の事例を参考にし、受け入れ可能な施設の調

査や、地域支援事業適用のための広域市町村圏組合との

調整などを行いながら、ボランティアポイント制度の導

入を検討していく。

問

◆介護予防対策は

◆農業の担い手への所得補償制度の確立を

答

若い担い手が意欲的に取り組めるように「担い手

所得補償制度」を国へ強く要望すべきでは。

「東北市長会総会」において、地域の担い手の経

営安定と育成につながるよう対象を限定した直接

支払制度の導入や、大型機械購入を支援する事業の創設

などを決議しており、国、県に強く要望活動をする。

問

◆地域高規格本荘大曲道路の整備促進を
答

出羽・大内両中学校は輝かしい歴史や伝統のもと

目覚ましい活躍をし、そのことが生徒の自信と誇

りになっている。さらに前進できるよう、長距離通学へ

の対応も含め教育環境をさらに充実すべきでは。

　両校の歴史や伝統を生かした学校作りを基本に、

校訓の制定、校章・校歌の制作、学校行事の再編

など、これまでの両校の力強い歩みを確実に継承し、生

徒が主体的に取組み活躍できる学校づくりに向けた検討

をしている。長距離通学については、スクールバス５台

による安全で安心な通学体制を計画しており、部活動終

了後に合わせた運行や土曜日運行も計画している。

問

◆新生大内中学校の教育環境の充実を

における県の方針決定を見定めながら、地元の組織や期

成同盟会の設立については関係市町村と協議していく。
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議

会

の

動

き

▼
10
月
▲

１
日
＊
熊
本
県
山
鹿
市
議
会
行
政
視
察

　
　
　〜
教
育
行
政
に
つ
い
て
〜

６
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

８
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
会
派
代
表
者
会
議

９
日
＊
北
海
道
奈
井
江
町
議
会
行
政
視
察

　
　
　〜
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
〜

14
日
＊
会
派
代
表
者
会
議

　
　＊
国
療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会

15
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
臨
時
会

　
　＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

16
日
＊
東
北
日
本
海
沿
岸
市
町
村
議
会

　
　
　協
議
会

　中
央
要
望
（
東
京
都
）

17
日
＊
市
特
別
顧
問
椎
川
忍
氏
に
よ
る

　
　
　議
員
・
職
員
合
同
研
修
会

20
日
＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

22
日
＊
愛
媛
県
議
会
行
政
視
察

　
　
　〜
フ
ッ
ト
パ
ス
に
よ
る
地
域
活

　
　
　性
化
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
概

　
　
　要
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

29
日
＊
各
期
成
同
盟
会
等
地
元
要
望
活
動

▼
11
月
▲

５
日
〜
７
日
＊
各
期
成
同
盟
会
等
要
望

　
　
　活
動

　
　（
仙
台
市
・
東
京
都
）

６
日
＊
羽
越
本
線
高
速
化
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

　
　＊
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿

　
　
　線
市
町
村
建
設
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

このように使いました

（平成２６年１０月～１２月の内訳）

議長交際費をお知らせします
【１０月】１６件　 ９１,４６８円　【１１月】１９件　１０１,４８２円
【１２月】 ８件　４９,８７２円

◎慶祝、協賛など

３件  ７０,０００円◎弔　　　事

詳細につきましては
市ホームページをご覧ください。

宮城県岩沼市、多賀城市

行政視察報告
建設常任委員会

１１月１７日～１８日

　
【
視
察
の
目
的
】

　
　今
年
度
は
本
市
も
羽
後
本
荘
駅
東
西
自

由
通
路
な
ど
の
事
業
実
施
に
向
け
て
調
査
中

で
す
。
両
市
の
駅
舎
、
自
由
通
路
、
周
辺
整
備

な
ど
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

【
今
後
本
市
に
ど
う
生
か
す
べ
き
か
】

　
岩
沼
市
は
、昭
和
50
年
代
か
ら
平
成
３
年

頃
ま
で
区
画
整
備
事
業
で
の
駅
前
広
場
整
備

を
計
画
し
ま
し
た
が
、減
歩
に
よ
り
資
金
手
当

て
す
る
事
業
手
法
に
地
権
者
の
賛
同
が
得
ら

れ
ず
、
再
開
発
事
業
に
よ
る
整
備
も
考
え
た

が
バ
ブ
ル
崩
壊
で
買
っ
て
く
れ
る
商
業
者
が
見

当
た
ら
ず
計
画
を
断
念
、
公
共
施
設
と
し
て

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
平
成
17
年
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
19

年
に「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金（
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
）」の
補
助
採
択
を
う
け
、

平
成
20
年
か
ら
５
年
間
で
の
整
備
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
広
場
面
積
５
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
事

業
費
約
18
億
円
。
東
西
連
絡
通
路
事
業（
階

段
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、広
場
な
ど
）に
つ
い
て
は
平

成
７
年
度
か
ら
10
年
度
で
す
で
に
完
成
し
て
い

ま
し
た
。

　　Ｊ
Ｒ
と
の
折
衝
は
か
な
り
難
儀
し
た
と
の
こ

活動報告

産業活性化
議員連盟

市内の現状を調査・研究

～農業担い手対策
　　研修会を開催～

～羽後本荘駅の利便性
向上に向けて～

　　農
業
は
、地
域
を
支
え
て
き
た
基
幹
産
業
で

す
が
、課
題
は
山
積
し
て
お
り
、特
に
地
域
農

業
の
担
い
手
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
年
度
の
産
活
議
連
の
活
動
計
画
を

「
農
業
担
い
手
対
策
」に
絞
り
、実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
　第
１
回
目
の
事
業
と
し
て
研
修
会
を
開
催

し
、市
と
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
よ
り
情
報
提
供
を
受

け
、市
内
の
担
い
手
の
現
状
と
対
策
事
業
を
確

認
し
、ま
た
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　　担
い
手
と
さ
れ
る
中
で
、認
定
農
業
者
が
市

内
で
９
８
５
人
い
る

も
の
の
、５
０
７
人
が

６０
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
、集
落
営
農
で
は

次
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
が
い
な
い
、オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
育
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
こ
と
、
法
人
に
お

い
て
は
経
営
管
理
の

リ
ス
ク
か
ら
組
織
化
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
こ
と
、な
ど
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
の
新
規
就
農
者
は
、過
去
５
年
間
で

５２
人
と
の
こ
と
で
あ
り
、ま
た
、現
在
実
施
さ
れ

て
い
る
担
い
手
事
業
で
青
年
就
農
給
付
金
事

業
が
平
成
24
年
度
か
ら
３
カ
年
で
１０
人
、県
の

各
試
験
場
で
新
た
な
技
術
習
得
を
目
的
と
す

と
。
請
願
駅
と
い
う
こ
と
で
改
札
口
も
す
べ
て

自
前
で
整
備
、１
日
利
用
者
数
１
万
３
５
０
０

人（
本
市
、
約
４
０
０
０
人
）。
収
益
は
上
が
ら

な
い
が
市
民
の
利
便
性
は
向
上
し
た
と
の
説

明
で
し
た
。こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
中
心
に
周
辺
の
利
活
用
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
。

　
多
賀
城
市
に
お
け
る「
国
府
多
賀
城
駅
の

駅
舎
整
備
」は
半
橋
上
駅
、跨
線
橋（
連
絡
通

路
）併
設
、そ
の
他
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多
目
的

ト
イ
レ
、
周
辺
整
備
な
ど
、Ｊ
Ｒ
に
平
成
７
年

に
新
駅
設
置
の
協
議
申
し
入
れ
か
ら
始
ま
り
、

平
成
12
年
か
ら
２
年
間
で
総
額
約
16
億
円

（
自
由
通
路
整
備
約
４
億
２
６
０
０
万
円
）を

投
じ
完
成
し
ま
し
た
。

　
　事
業
費
の
一
般
財
源
は
９
億
円
、ゼ
ネ
コ
ン

や
住
民
か
ら
の
寄
附
金
が
２
億
円
。そ
の
中
に

市
職
員
か
ら
４
０
０
万
円
（
職
員
数
４
０
０

人
）も
含
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
駅
舎
整
備
に
対

す
る
市
民
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　　宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
面
積
約
19

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
東
北
で
２
番
目
に
面
積

が
小
さ
い
）人
口
約
６
万
２
５
０
０
人
と
、ま
さ

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
効
率
よ
い
行
政
運
営
が

可
能
な「
史
都
多
賀
城
」に
仙
台
市
と
合
併
し

な
い
立
地
条
件
の
優
位
性
を
感
じ
ま
し
た
。

岩沼駅に設置された自由通路の事例を視察

研修会で農業担い手対策の
現状把握に努める
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契約締結
案件…１

件

補正予算
………３

件

可決

　
　＊
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
田
市
）

　
　＊
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
知
事
と

　
　
　の
行
政
懇
談
会

　
　（
秋
田
市
）

　
　＊
秋
田
県
市
町
村
議
会
議
長
と
県

　
　
　知
事
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
田
市
）

10
日
＊
会
派
代
表
者
会
議

13
日
＊
教
育
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

13
日
〜
14
日
＊
大
阪
府
箕
面
市
行
政
視
察

　
　
　〜
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
〜

14
日
＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

　
　＊
秋
田
県
市
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
田
市
）

17
日
〜
18
日
＊
建
設
常
任
委
員
会
行
政

　
　
　視
察（
宮
城
県
岩
沼
市
、多
賀
城
市
）

19
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
会
派
代
表
者
会
議

28
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
本
会
議
（
開
会
）

　
　＊
議
会
全
員
協
議
会

　
　＊
会
派
代
表
者
会
議

▼
12
月
▲

４
日
〜
５
日
＊
本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
会
派
代
表
者
会
議

８
日
〜
９
日
＊
各
常
任
委
員
会

16
日
＊
議
会
運
営
委
員
会

　
　＊
本
会
議
（
閉
会
）

　
　＊
議
会
全
員
協
議
会

19
日
＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

22
日
＊
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

24
日
＊
平
成
27
年
度
予
算
に
対
す
る
各

　
　
　会
派
提
言

健 成 忍

和 道 躍

1
鈴
木 

和
夫

2
三
浦 

秀
雄

3
伊
藤 

岩
夫 闘 希 整

4
今
野 

英
元

5
佐
々
木
隆
一

6
湊
　 

　貴
信

為 初 慈凜

7
佐
藤 

　　徹

8
吉
田 

朋
子

9
三
浦
　 

　晃

10
高
野 

吉
孝

11
渡
部 

専
一

12
大
関 

嘉
一

13
髙
橋 

和
子

無 結 探 忍

響 絆 信

14
伊
藤 

順
男

15
渡
部 

聖
一

16
高
橋 

信
雄

想 真 活 活 信 険

平成２７年３月２２日
由利本荘市誕生から１０周年を
迎えます！
明るい未来のために頑張ります！

●
物
品
（
大
内
統
合
中
学
校
小
型
ス
ク
ー
ル
バ

ス
）購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
小
型
バ
ス
５
台
を
2
8
0
8
万
円
で
、
西
東

北
日
野
自
動
車（
株
）秋
田
支
店
と
契
約
す
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
主
な
も
の
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
費
　
２
１
５
万
円

・
稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金
保
証
料
補

助
金
　
　
　
　
　
　
　 

　
６
６
９
万
５
千
円

・
除
雪
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
　　
４
９
０
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費（
現
年
補

助
災
害
）　　　　　　　　　　　　　　
２
０
５
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費（
単
独
災
害
）

６
３
３
０
万
円

・
通
学
支
援
事
業
　　　　　　　　　　　
２
１
０
万
円

る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
事
業
で
は
、５
年
間

で
９
人
が
研
修
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　両
事
業
と
も
、県
・
市
よ
り
の
給
付
金
や
奨

励
金
が
あ
り
、意
欲
の
あ
る
者
に
と
っ
て
は
有
利

な
制
度
で
あ
る
も
の
の
、市
内
全
体
の
利
用
者

数
と
し
て
は
、寂
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　Ｊ
Ａ
か
ら
は
、今
年
度
の
農
業
収
入
減
少
の

状
況
と
対
策
、担
い
手
支
援
事
業
と
し
て
経
理

支
援
、法
人
化
支
援
、担
い
手
検
討
会
、簿
記
記

帳
代
行
業
務
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　今
回
の
研
修
で
現
状
の
把
握
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
担
い
手
の
意
見
も

聞
く
な
ど
、次
回
の
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

10/15

議員今年の漢字 一文字

20
佐
藤 

譲
司

21
佐
々
木
慶
治

22
長
沼 

久
利

23
佐
藤 

賢
一

17
井
島
市
太
郎

18
佐
藤
　 

　勇

24
梶
原 

良
平

25
土
田
与
七
郎

26
村
上
　 

　亨

19
渡
部
　　 

功

議席順

３月定例会は２月１７日（火）開会予定です。
議会 傍 聴しましょう！！を １２月定例会の傍聴者は７０人でした。


